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メッセージ ５

アブラハムの神（4）

信仰によって義とされ，割礼され，唯一の源である神を信じ，多くの国民の父となる

15:1-6 17:5-6, 17, 19, 21, 24 18:14 21:1-3 4:2-5, 17聖書：創 ． ． ． ．ローマ

アブラハムは「エホバを信じた．エホバはそれを彼の義と勘定された」――創15:6．Ⅰ．

参照，ガラテヤ3:6．ローマ4:2-3：

Ａ．神を信じることは，神が繰り返しアブラハムに現れたことに対するアブラハムの自

然な反応でした。彼が信じたことは，神が彼の中に注入した要素が，彼の内側から

吹き出ることでした――使徒 ．創 ． 。7:2 12:1-3 13:14-17

Ｂ．アブラハムの信じることに対する神の反応は，彼を義とすること，すなわち，彼を

義と勘定することでした―― ：15:6

１．アブラハムは明確な方法で神の言葉を信じ，神はそれを彼の義と勘定しました―

―ローマ 。4:2-5

２．神の義認は，わたしたちの良い働き(労苦)に対する褒賞(報酬)ではありません。

それはキリストの贖いを通して無代価でわたしたちに与えられた恵みです――

。3:24

３．神がアブラハムを義としたことは，神がアブラハムに幸いであったこと，アブラ

ハムが神と調和したことを意味しました。

Ｃ．アブラハムが神に義とされたことは，罪と関係ありませんでした。むしろ，それは

王国を生み出して世界を相続する子孫を生み出すためでした―― ：4:3, 13

１．創世記第 章 節でアブラハムは，神が何かを自分の中に造り込んで，自分の15 6

， 。中から子孫を生み出し 神の目的を成就することができると信じました―― 節4

２．ローマ第 章は，義認は単にわたしたちが神の罪定めから救われるためだけでな4

く，それにもまして，神が多くの子たちを得て，神の王国としてのキリストのか

， ．らだを構成し 彼の目的を成就するためであることを示しています―― 8:29-30

． 。12:4-5 14:17

「アブラハムは前の皮の肉を割礼された時，九十九歳であった」――創17:24：Ⅱ．

． ， 。Ａ 創世記第 章でアブラハムは 自分の肉を活用してイシマエルを生み出しました16

創世記第 章で神はアブラハムに，彼の肉を断ち切り，彼の天然の力を終わらせ17

るようにと命じました。それは，神が入って来て，彼の恵みによってイサクを生み

出すことができるためでした。

Ｂ．アブラハムが天然の力を活用してイシマエルを生み出したことは，神と彼のエコノ

ミーに対する重大な違犯でした―― 。16:1-3, 15-16

Ｃ．アブラハムがハガルを通してイシマエルを生み出したことは，人が律法と協力して

肉の努力で神の目的を成就しようとすることを象徴します――ガラテヤ 。2:16

Ｄ．割礼の霊的な意義は，キリストの十字架を通して肉を脱ぎ捨てること，自己と古い



人を脱ぎ捨てることです――コロサイ 前半．ピリピ ：2:11, 13 3:3

１．霊的な割礼は，キリストの死をわたしたちの肉に絶えず適用することです――ガ

ラテヤ ．ローマ 。5:24 8:13

２．割礼は，神のみこころを行なおうとし，自ら神の約束を成就しようとする肉を対

処します。

３．割礼の意義は，肉の信頼を断ち切ることです――ピリピ 。3:3

アブラハムは唯一の源としての，また「無から有を呼び出される」方としての神を信Ⅲ．

じました――ローマ4:17：

Ａ．創造する神として，彼は働くための何の材料も必要としません。彼はただ語ること

によって，無から何かを創造することができます――詩 。33:9

Ｂ．神の目標は，神の時にしたがい神の力を通して達成されなければなりません。これ

がイサクの原則，神の時と神の力の原則です――創 ：17:17, 19, 21

１．イサクの誕生は，約束された子孫としてのキリストを生み出して，神の定められ

た時の神の恵みの働きを通して神の約束を成就することを表徴します――

。21:1-3

２．イサクの誕生はエホバの到来，すなわち恵みの到来でした。イサクは神の恵みの

力によって生まれました―― ．ヨハネ 。18:14 1:17

３．イサクの誕生は，アブラハムが割礼された後に起こりました。割礼がなければ，

イサクはあり得ませんでした――創 ． 。17:24 21:1-3

Ｃ．神がアブラハムの上で特別な働きを行なったのは，神が御父であるとは何を意味す

るのかを，彼に示すためでした――エペソ ：4:6

１．御父としての神を知ることは，彼が源，唯一の開始する方であって，すべてが彼

から始まるのを知ることです――マタイ 。15:13

２．わたしたちはみな，神が御父であり，すべてが彼から出ることを知る必要があり

ます――ローマ ．Ⅰコリント ．エペソ 。11:36 8:6 3:14-16

３．神はアブラハムが父となることを願い，しかも同時に，彼が御父ではないのを見

ることを願いました――創 ．エペソ 。17:5-6 4:6

「あなたの名は，もはやアブラムとは呼ばれず，／あなたの名はアブラハムとなる．Ⅳ．

／わたしがあなたを多くの国民の父とするからである」――創17:5：

Ａ．アブラムは「高くされた父」を意味します。アブラハムは「群衆の父」を意味しま

す。

Ｂ．アブラハムの名前の変更は，彼という人の変更を表徴し，神の目的を成就するため

でした―― ：17:4

１．神の永遠の目的を成就するために，神が必要とするのは一人の高くされた人では

なく，大群衆の父です――参照， ． 。1:28 9:1

２．霊的な経験において，真の名前の変更は 「わたし」からキリストへ 「わたし」， ，

から神の恵みへの変更です――ガラテヤ ．Ⅰコリント 。2:20 15:10
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